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 Saussureae  Radix experi  rnentally  produccd  in Hekkaldo  was  hard to pulverize, because

the  eontent  of  diiute et hanol-soluble extract  was  too  high. In order  to develop prepa ration

rMethods  for producing  Saussureae  Radix  1hat  has a  rrioder,atc)  contenf  of  dllute cthanol-

soluble  exlract  with  eharacteristic  odor  and  is hard and  dense in texture,  the effects  of

hat'vesttime and  dryin,c{ conditions  on  the  content  of  dilute ethaTiol-soluble  extract,  sugars

and  essential  oils  and  the  texture of  the dry root  were  examined  using  one-year-old  taproot

of  Saussorrea taPPa Ci.･yv{E, For  the  I'irst three weeks  after  nir  drying, inulin in t.he roots

could  be hydrolyzed  enzymatica]ly  and  the content  of  fruct,ose and  glucose  increased, and

ac{/erding]y  dllute etha,nol-soluble  extract  content  i'eTrturknbly  itTcreased and  the tcxture

ehttnged  to oily.  The  di]ute ethanol-soluble  extract  content  of  the root  split  lengthways

inlo  two  pieces  before drying  wns  signUir/antly  lower Lhan that  of  Lhe whole  root,  and  the

texture of  spiit  root  ",as  $imi]ar  1.o marketablc  quality.  Thc  content  of  costunolide  ancl

dehydrocostuslactone ef  the ruots  harvested in spriiig  was  higher than  that of  the roots

harvested in autumn.  Frem  these  findings, we  consider  that in IIokkaido, thc best pro-

ceclure  far prepmration of  pulverable Sausstireae Radix with  the quaiiLy required  in the

market  is that  the  one-year-old  tr)proot  of  Saussurea  laPPa  barvested  in spring  just after

sprouting  is dried  outdoors  for more  than  three  weeks  and  then  dried in hot  air at 50"C. In

the  case  of  roots  whieh  are  2cn] or  more  iri diamctcr. the  root  should  be  split  Iengthwise

before drying.

Keywords:  Saussureae

quality

Radix; SaztssurealaPPa; preparation; di]iLte ethanol-soluble  extract;

(223)



The Japanese Society of Pharmacognosy

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoognosy

　木香は t ッ コ ウ S α ussurp 　a 　laPPa　CL、・xRKE 〔キ ク 斜 ）の 乾

燥根 で，芳呑性健 胃篥，羔香料 の 原料 な ど に 使IPjさ れ る ほ

か，渓 方処 方に ・e配 合 され ζ 鰺用生藻の
一

丿

．
L あ る ，最

近 は 中 国 　藺 省つ 栽培 品 馴 侖人 さ れ て い る か ，1＋ 睦 化 を 日

指 し て 北 Nl；道 で も弐作栽⊥ と 渦 製広の 研究 力 初 わ れ て い

る
凶 1

．

　木呑 は ［曽 燥か 艮 く，根 丿勣 均
一

で．尹が
1
．
くく，味 と香

り刀 1te
．
〈，曲気力 あ り，枯れ ず，二と伺が な く，外皮力 仄黄

色 ）もの が 良品 」 と こ れ て い る
t’　．／
，第十四 改 「Ll．1本薬昌方

収載
．
）

一
モ ッ コ ウ ：端香 1 の 項 に は 灰分 と 亅1』に エ キ ス 旨量

力 殳定 さ れ て 　 ），希工 タ ノ
ール エ キ ス 17．0％ 以 ［／と規定

され て い ．1 ／．しか し，布 工 タ ノ
ール t［．キ ス ，イ邑が 40％ 以

i・に な 13と粉砕 力 困難で ちり 　粉末を 作 る こ とが 丿1常 に 困

難 と な る こ と力 経験的 に 知 ら れ て お り
．
，通 度 な エ キ ス 含

［
17：を有 す る 木香が 求め られ て い る，

　著 「！）は こ れ まで に，1悩桓 凵 後 1 黒風で 道ミ制暢榮 した 木

香 は 粉砕 1 や す く，そ の 希．匸 タ ノ ール エ キ ス 診 L は低 い

が．脆 く ζ析 れ や す く，折 U の 油 刈 は乏 しい 1に 内部 の 空

汨 が 多 くて 充実 して い な い こ と を 明 らカ に しヂ
’

．また，

繭報 て は ド根を ［然 1乙燥す ♪ とIJ亅蔀 の 充実 した 良品が 得
．t

れ る も の の ，太 い 部 ノ｝の 希 ニ タ ノ ール エ キ ス 合單 は 50％

以 上 つ 1直を・ド し，粉百キは 困戸 で あ る こ とを 報 lllした ． こ

の よ う に 木香の 希 工 タ ノ
ール コ

『
ギ ス

へ

量 を は 1 め とす る

段は，あ fy 度人為的 に コ ン トロ
ール で き る こ と が 明 うか

とな 一广 ご い る．

　 そ こ で，北侮道 に お い て 納 度 な 希工 タ ノ ・一ル エ キ ス 含如

を 自
』
し，　i人Ji

．
1［）の 化ア Lf イ 禾kf乍b戈の た め の lll塁d　Lt．を H月

“
カ・

に す 7 ため に，モ ッ コ ウ 1根 を 用 い，口然転柴 ドに 才
日
ナる

各種成 か置 頃：（希エ タ ／ 一ル エ キ ス ，樵，cogtUnOLide 及ひ

dehydrc ⊂ 〉
』tuslactone ） σ）1 時変化を検討 t．た．ま た，1温

風 乾燥，1f（　 ilり後 の 自然 牝 燥，収穫時期 な ご の 違 い 力 成 う｝

今 取 及ひ 吃燥根 σ）性状 に 及 は lj
一
景 響 も恢 ・1

．
し た．

実験材料及 び方法

　 北 海道 ↑L用 植物栽培 弍験 L」圃 搦 （名寄市）
r
ε十木 取 した

モ ッ コ ウ u ） ll一を 1999年 5 月 25 「1に 「1圃」
．

に 播種 し，1目：

播栽培 し，休を 用 い た．

　 丘，　 経時変化用試料 （XO 〜X6）

　 1fl：弖モ十木（56株）　を 葭殉」；
［［
「i後 v ） 2000勾二　， 丿18　［ L 掘　「　t

た．水沈役，地 ヒ畄，側根及 び 主 恨先端部の 、田い 餐かを 切

除 し．大 き さ に ．よ り大 （根 ll〆 2．1〜2．9　crn ，亅tk 　15cm ），

中 （2．0〜2．5cm ，12．5cm ），小 （1．8〜2．8cm ，5〜・8cm ） に 分

頬 した．ノく2 本 （a，約 75g ），中 2 本 （b，約 55g ）及 び小 4

本 （C，約 75g ） を そ れ L れ t・　・v 卜袋に 人れ ta
〜C 各 1袋 ず

一
丿を 1 ノ ル ー

ノ ！して，収獲 L た 1
凵 の 5 ）］9 日 か 」／ ド

に 示す XO〜X6 の 処理 を彳D 、、：．なお，温 風
ド
燥 は送 風定

温乾燥器 （ヤ マ ト科学（林 ） ト
k
］
　DN −6［型 ）LlT ，5げc で 48 時

間行・・ノ．

　XO ： a 〜〔 各 々 を約 5mm 　cv）1
デ さに ス ラ イ K 後，直ち に 温

1虱乾燥 し t ．

　Xn ：風乾舎 （札 1幌1「i北IX）に 吊 し，自然乾燥 した．711 後

（XL），14 日後 （＼P），21 匚］後 （X3），28 目 後 （X4 ），35 凵

後 （X5 ） 及 び 4211 後 （X6） に，　 El〜c 各々 を 約 5mm ）J7
k に ス ラ イ ス し，温凪乾燥 した．

　2．　 春掘試料 （A 〜F） の 調 製法

　 E記 と同
一F［に掘 上 け た 1年生 株 （34抹 ）を 川 い た．水

洗後，地」ゴ 1≦及び 側根を 切除 し， 1恨を根．HI，1玉か ら 10cm

の 長 さ に 切 り揃え，試 験に 供 した．A 及 び D の 各処jilV× に

は 恨項1｝〜！
〜2cm の 毛）の を て れ そ れ 7 本，　 B，C，E 及 kF

に は枳 項径 2〜3cm の もの を そ れ一〔．れ 5 本供 した．

　A ，B ：原形の ま ま 50℃ の 温 風 を 72 目寸 間当て ，強，1、1亅・1乞燥

し　ナニ　（メL干 L．）．

　C ：縦 に ．分 1］後，A と同様 に 乾 燥 1．「た （割 十 し）．

　D ，E ；原廾彡a）ま ま腫呼乞舎 （名寄 rlの で 1「然 孛乞重果 （5丿18H〜

6 月 7 日 ）　後，　50℃ の
凵

風を 72H ．illll　 lて ，　強希r悼2払梨し た

（丸干 し）．

　F ：縦 に 　分。「亅後，1）と同様 に 1乙炊 した （割干 し）．

　3．　 秋 掘 試 料 （G〜L） の 調 製法

　lT ／1こ株 （34ヰ1く）　を 1999年 10∫1　12 ｝1　こ掘 ｝1｝デ，　（トtlt［　弋

ll（A 〜F） と「rF亅柱 1 処理 した．β なわ ち，G 及 び 」 の 各処

理 レく、二は 根呈⊥［佯 1〜2cm の 1根を それ ぞれ 7 本，　 H ，LK 及

ひ L に ，い恨 1径 2〜3 （：m の L柑 を それ て れ 5 本 供 した ．

　G ，［1，壇 廾
・の ま ま 50℃ の 浬 風 ナ 72 時 ld当 て ，弧 制吃燥

した （丸干 し）．

　1： 縦 に 二 ｝判 後，G と同 様 に 乾 E　［．た　（割 1 し）．

　」，K ： 原 形 の よ ．k風 乾舎 （を「 1「）て 目然乾燥 （10月 12

［1〜ll！」ll 冂）後，50℃ の 温風を 96 時問当て，強 lr馳 噪

した （丸干 し）．

　Ll縦 に 一．：分割後，」 と同様 に 転塚 し た （刮干 し）．

　4．　 分 析用 試料 の 調 製

　各処岬 に よ っ て 得 ら れ た 乾燥根 を r定 バ サ ミて Jll当な 大

き さ に 切 っ た 後，1一退 心 朽砕械 （Rels〔lh 社製 ZM1 ，メ ッ

シ t’t ス ク リ
ー

ン ン
”
〈i　l．〔｝mm 使｝目）

r
ごネJ砕 Lt ／

丿
　WMI ，Ul

XO 〜X6 及 σ A ・一一1．と した ．な お，　 XO 〜XG は ネ ．
ノ ト衣毎

に，A 〜L は 休毎 に 別 々 に 粉畆 した．

　5．　 希 工 タノ
ー

ル エ キス 含量

　第 卜四 改1日材 襲局方の 生 ） 臓 法
・
希エ タ ノ ー．一ル エ キ

ス 定景 法に 従 った．

　 6． 糖 の 定 量

　而服
↓

に 従 い ，果糖及 び ブ／ ウ 糖 を定量 した．

　7． Costunolide 及 び dehydrocostuslactone の 定量

　 旧 服　に 従 っ た．

結果及 び考察

　L　 自然 乾燥下 に お け る性状及 び 成分 含量 の 経時変化

　 自然乾
・ヒ架 卜

’
1’お け る f．根 単：の 威少 （乾 廴ど開姶 i1寺を

1〔10％ ），布 工 タ ノ
ール こL キ ス 7tJ．　jkひ る唐 〔果杓卦 及び ブ ド ゥ

和茸o）今 、

−1｛1自）　
∠≒rl匚 v，彳

＞tllf
麦イ匕を F ｝g ．1　1こ．　costunolic ］〔　及

び dehydrocog．　tuslactone 含量 o ）糸釜H寺
广
走イ匕を Fig、2 に ノ」｛

した 　（ロ式料 XO 〜X6 ）．

（224 ）

N 工工
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　 呂o

篳
籌

7°

誓 6。
；

莓 50

誉
塞

4°

雪 30

諺
　 20leOo

i 2 　 3T

  e 〔W ｝

4 5

Fi9，1．　Time ．
coursc 　Slu（！y　〔｝f　I．川 u 亡e　Ethtvユ〔，レsQhlbl 〔

　 　 　 ExtraC し　and 　Sugak ’C 〔jntents 　and 　Root 　R き1w

　 　 　 、Veig ｝】吐of 　SauSsureae 　Radi × ．

　 　 　 　 Saussttrea　lai）PCt　¢ ultivat し cl　 in　Nayor 〔，　 for （）ne

　 　 　 year　was 　harvested 〔）n　M 恥
・8，2〔）（）（）．　 The 　tapr 〔x エt

　 　 　 was 　dried　 in　 Lhe 　 Open 　 a 正r 「「〔）m 　May 　8 「〔〕r　 l，2，3，
　 　 　 d，5afid 　6　wecks 　and 　tinally　d 「ied　by　b 〔】t　air 猷

　　　 δ0℃ fQr　48　h 【
’．　V 【！ties　are 　averages ⊥ SI）俄

一3）．

3，5

3．0

2．5

02

矯

藜
ヨ・
。

ぎ

8

1．0

0．5

一
〇
− Costunolide

一
掴1− DehydreeOStuslactone

0，0
　 0 6

6

1 2　　 　　　 3　　 　　 　 4

　 　 Time 〔w ）

5

Fig、2．　 Timc 　 c く川 rse 　Stud｝
・

of しo 〔u11 〔〕lido　 alld 　Dehy・

　 　 　 droc 〔）stuslacl ．〔，ne 〔．onten1 ．s　in　S しus ＄ureae 　Radjx ．
　 　 　 　 No しeS 　al

．
C　tlle　 s己 m じ as 　Fig，1、

　 目然
．
乾煤条件 ドに お け ろ 素根 亘は，3 週 目以 降 L7 〜29 ％

に 減 少 し，ほ ぼ
・
定 と な っ た．ま た，帰 風 乾燥 後 の 乾燥歩

名1は い ず れ も 20％ 台前 卜 （22，3〜24，6％ ）　と な り．　各個体

間 で 大 き な 差 は認 め
一
れ な か っ た．3 週目以 降、切 凵 は 油

痴 を漏 び， 4週 ほ以 降 は 押 す と油評う｛に じ 与 出る よ う な 感 じ

に な った，

　希 エ タ ノ
ール エ キ ス 今量 は 全て の 試料で 局方値 （17．0％ 〉

を L回 っ た，臼然乾爆期間が 2 週間 ま で は 時問 と共 に 増加

す るが，そ れ以降 で は 大き な 麦化 は 認 め られ な か っ た．糖

含 璽 も時間 と共 に 増加「す る傾同 に あ っ た．ただ し，自然乾

燥開始 3週 間 門 まで は急激に 増加す るの に刻 し，そ れ 以 降

の 増 加 は非常 に 緩 や か で あ っ た．希エ
’y ノ ール ェ キ ス 含量

と粐 含 甲 ：間 に は，」匚の 相 閼 （r
− 0．896，η

一7） が 認 め られ

た，

　 勧 1トll成 分 で あ る cosLunotide 及 び dehydrocOstUs −

lactone は，経時変化に 伴 う明確な 合
11．

変化 は認 め られ な

か 一
J た．

　 こ れ まで に 筆者 ら は，セ iJ科 の ト ウ キ 頻
「
．．
，セ ン キ ュ ウ

i
．’

の 生根に っ い て，自然乾燥中に 糖含垣 が 経時的に 増加 し，

そ れ に 伴 っ て 希工 タ ノ
ー

ル ．1 キ ス 含磁も増加す る こ とを 明

り か に して い る，また，ヨ ロ イ グサ を 用 い た 丸験で 自然乾

燥 の 財度に 依存 L て 両含量 の 増加速度 も変化す る こ とを報

告 し た
S：1．今回 の モ ッ コ ウ の 生根 に つ い て も同様 な 現 象 が

生 じ て い る こ と が 明 ） か に な ・
〕 た．根申：が 減 1ノ す るに 牛 い

希工 タ ノ
ー

ル エ キ ス 及 び 糖含鍛が 垢加 し て お り，そ の 変化

の 割合は，根 1
一
の 減少が 大 きい と 希工 タ ノ

ー
ル エ キ ス 及 び

糖含量の 垢加 も 人きく，根 f：に 変化か な くな る とi而含量 も

まぼ
．一
定値 と，s った．そ

．
こ で 恨重 と希 エ タ ノ

ー
ル エ キ ス

乙

，

量及び糖今暈：間の 相関係数を求め た と こ ろ，各 々rニー−O．983，

　0．931 ＠ ＝7） と高 い 負の 値を 示 した．

　桐 物 は 水分を疲透圧 1こよ っ て 根 か ら吸収 L て い る こ と （．

艮 く知 ら れ て い る．ま た，糖 は 水 に 溶 け や す く細胞内浸透

圧を 而 め る が，デ ン プ ン は 浸透圧に
．
大きな 影響 を．’i’え ず，

浸透圧を ド」
「1め る た め に デ ン フ ン を 糖 に 分解す る こ と が 知 ら

れ て い る
1 ．モ ッ コ ウ は キ

’
7 科植物 で b る た め、 そ の 根 は

デ ン プ ン で は な く イ ヌ リ ン を貯蔵 して い るが，Ll礁乾燥下

で は ；乞燥を「方ぐた め に 浸透圧を上げよ う とす る1，S理瞹能 が

：動き，　イ ヌ リ ン が 分解さ 祉 て 果糖 と ブ
．
ト ウ糖 が 合成 さ れ る

もの と考え られ る．　・
方，cos ↑un 〔〕1ide及び de1｝ydr ‘）c⊂）stus −

lactone は糖 と異 な り，自然 乾 燥中に 経時的 に 含量 が 変化

す ろ 可能性 ［．よ少な い こ とが 示唆 され た，

　2． 割干 しの 検討

　春及 び 秋 に 掘 ヒげ た根径別，乾燥砺 駁 丸
．
トし ・

割干 し）

試 料 の 成 分定 早：紀 製 を Table 　1に 小 した．

　春掘試料 の 希エ タ ノ ー1レエ キ ス 含鴇 は，50C で 温風乾燥

し た 場 rヤ （A 〜C ） 20．7〜2tt、7％o で あ り．根 径 及 び 丸「
二

し ・

割 1，

しの 違 い に よ る 差は認 め ］）れ な か っ た．一．．・
方，臼然 乾

燥 した 試料 で は IP径 2〜3Gm の 丸干 し試料 E が 50％ 近 い

f直を示 した．丸十 し （D，E）で は，根 径 の 太い 方力雪
．
量 も高

く，ま た，割干 し 〔F ）す る こ とで 有意 に 含量の 低 ドが 認 め

られ た （P．0．OOI）．

　糖含
．
1ヒも希 エ タ ノ

ー
ル エ キ ス 含望 と 同 様な 傾向が 認 め フ

れ た、
．
lj

．
な わ ち ，温 風 乾燥試料 A 〜C は 全て 2％ 台 で あ っ

た が，自然乾燥 L．た 丸干 し試料 D，E は 20％ 前後の 高 い 値

を 示 L た，割 「し、，1料 F は，丸十 し試料 E に 比 べ fT意 1こ含

量力｛O！kカ1 尸）　た　　（p　
／．0．001）．　　」二矛し　ま，　新遊書哩tっ　1こ　t〆更：　こ　と

『
ε乾

燥時悶 が 短縮 さ れ ，イ ヌ リ ン か ら糖 へ の 変換が 1分 で な

か っ た た め と 考 え
一
） れ た．希エ タノ

ー
ル ェ キ ス 含岨：と橲含

量 の 問 に は 高 い rEの 相関が 認 め t
’
れ た （r＝0．957，η

＝34 ）．

　秋掘試料 に お い て も，春掘試料 と目様 な傾向が 認 め られ

（225 ）
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Table 　2．　Ten］pera 吐．urcs 　h
．
〔，m 　Oc ［　12，1999　to　N （ハ ，11，

　 　 　 　 1999artd 　 frQrn　 May 　 8，2〔100　 to 　Jしme ア20 〔｝〔l　 ln

　 　 　 　 Nty 〔〕rc〕、　Hokkaid − ，　JaPan．

　 　 　 　 1’eriod

l999

　 〔〕ct ．12 ．（）ct 　22

　 〔）ct．23−（）ct ，31
　 Nov 、　I　 N （　 　1i

Average 　MaXlmum 　NIII］ tTnurl ］

Atteragc　of　Oct．　12　10　i　QV ，　t　l

20（lo

　襲硬ay 　8　八lly　lg

　 Nla − 2【〕Nlay　31

　JUne　l−，IL］IIO
『

7 ．18
、〔13
〔
．

6．1

ll．315
．〔；

lvo

12．912
，2
冖

710

．9

17、921
．216
．T

Average 　f　May 　8　toJune 　7　　 129 】89

tL　8
・し 00

　11

．・1

　 Da ヒ ョ　rしfer　to 　、丶　ah
’Lk‘w

「
L　Chuhc〕　Klsh〔〕d ⊥1

Rulnoi 　Chiho 　Nogyo 　K1 ．h 【り Sokuho ，21，20・22 〔t999）and 　22，
7−10 〔2〔）O〔〕｝．
　V 「LIU （　are 　shOwn 　 as 　 a冂 ｛ヒ　（τ

−
age （luring　 C’Ch 　periOd．

　 5．8
　 9 ，1

　 　 7，i

　 　 ∂

Kalmkawa

た．す なわ ち，温風 乾燥試料 G〜1の 希エ タ ノ ール エ キ ス

及び 塘含里 は共 に 低 く，r〜試料間 に 差 は 1忍め られ なか っ た

カi，自蒸 卓乞丈巣i式十斗て 〔よ活ll　
’
T，し試 不斗L び）lr，rify

一
皐ξまメL　I・L、，弋冬十

K に 対 し有意 に 低 か った （6 々p ＜ 0，05 ），また，両 合
L

訓 1に

は．尚 い 「｝の 根関力 認 め られ た （厂 ・ 0．974，π ＝ 26）．

　春掘 試 料 と秋批試料 を比 較す る と，温風 1乞燥品 て は 希エ

タ ノ
ール エ キ ス ー量 は春拓

．
rkT ！．」 有意 に 高 く，　 ・

方 ， 糖含

1［に は 大 きな 差 は 骸め ド れ なか っ た．臼然乾蚊 箔は，希 エ

タノ
ール エ キ スの

」
［均値 を比 べ る と秋掘訊 料 の 方力 回 、言蚩

で あ る が，直 径 ト 2cm の D ，　J 問 に 有 vf
・al。ぶめ ら れ た

もの の ，秋掘 試料 の ば らっ きが 大 き く，ど は 明備 で は な

か っ た．糖 合璽 は，秋 撫 t料 （J，K ，1．）が い ず れ も春揶 L

卑
’
1に 比 べ て 有 意 に ini い 幕1果 とな っ た．春 は ft　4・に 備 え，呼

吸 が 活 発 に な ・
っ て 十1｝が 消毎 さ れ る こ とか ・

囚 と考え られ

る．また ，ヨ ロ イ グサ 〔セ リTl） に お い て ，よ り低 ［て 時

閥 を か けて 乾燥 しナ 場合 に デ ン プ ン か ら シ ョ 糖へ の 酵素的

友換 が 促 進す る こ と力 蝦 告 され て い る
1［／），合十1出 弌料 と秋掘

試料 の 自鉱乾焼期間中の ．tuM を 比較 よる と，春排 1料 が

7．5〜18．9℃ （昇均 kl’il　12．9　C） で あ るの に 対 し，秋掘 nJ） 1で
は 1．4−−10．g，　 c 〔6．lC ） と秋掘 式、1の 方 ガ 6〜8C 低 い lm 、1．V

て 迄燥 さ れ て い た 一と に な り （Table 　2）m ，こ の こ と も，

右掘試料に 比 べ て rJ意 に 高 い 絆果 と ts − t　 円 と 考え ら れ

る．な お，塘含重 が 高 い li口 夲 示 した 秋掘 目然 1 乙床 ir式 1

「P，卜 L

は 他 の 試 杵 よ り乾 燥 しず ら く，イ目 ：け 乾 燥 に Hi間 を安 し

た，

　Costunolide及 び deh ｝
・drocostuslactonu 今量 は，‘温風

転煉 と自然 乾 燥の 走 い に よ る共 は認 め られ なか っ た．さ ら

に．根得 及 び 丸干 し ・
割 1二 しの 建 い に よ る ゴ も

二
亙め

．’
れ な

カ っ た．ま た，側根を 用 い た 夫 験 で は季節 に よ 7 含，，1：井 は

明確で は な か っ た が，キ根を 用 い た 今回 の 結果 で は，秋

掘試十1よ り 能 屈訊科 の ．ノ∫が 有恵 （costunolide 　P
’
0．05，

dchydrocoshlslactone ：Pく0．Ol）　に lai く，　こ 才しは 米巨」らe
’
，

；
1
髯
N ．1 と

一
蚊 して い た ，

　温風 f乞煉試科 の 希 工 タ ノ
ー

ル ニ匚 キ ス 含壺 は 春掘，秋掘，L
料共 に 局 方値 の 17％ を 1／［ul　o て い る が ，内 部 は 廂 気 が な

く，，ノ、1問 力 ち る Hに 脆 く，国 内市場 で 好 まれ る 木尋 と は 大

きく異な ・．
・ て い た．一

が．臼燃乾燥 し た 丸下 し試料 の 内 ，，i；

は 汕 貳 に 富み 充k して い た．⊥ 「坪 し／1〈t
”
iは，丸干 L　

L
「＊；に

比 べ 油気カ ヘバ 劣る もの の，内 11｛は充実 し、て い た．

　 3．　粉砕の 容易 さ

　粉砕を超退 心
’
．分砕桟を使嘱 して行 ）際　あ 丿か じめ 5rnni

角以 下 に 細切 した木香で あ っ て も，希 エ タノ
ー

ル エ キ rl　E ：

甲 か 50％ を超 え ろ場合 は焦 げ 臭い 黒姪 を ｝げ，メ ッ シ ュ

ス ク リ
ー

ン
’
） ／

：

〈は塞 fv り，そ の 粉 硯 まi木防 で あ る こ とを 箸

者 らは 経験 して い る
’
．今回 の L料 の 希 エ タ ノ ール エ キ ス

含量 “3 週 凵以 降 で も 50％ に は 達 して お ら：A　 焦 げ 臭 い

黒 煙 を 上 け る こ と もな く， 1mm の 篩を 通 過 す る 大 き さ の

粉朱力比較的客 易 に彳，i られ た．

　木尋を 工 兼的 に ス タ ン フ ミ ル あ る い は 実 験 等
』
内 で コ ー

ヒ ーミ ル を 用 い て 粉砕 　する場 合，希 エ タ ノ ール エ キ ス 含

量 力
’
40 ％ 以 ［に な る と朽末を 竹 る こ と力 困 難 に な る と一

』

わ れ て い る
．　t／．しか し，超遠心 粉繕棧 を使 旧 す る と，今同 の

よ う に 希 工 タ ノ ール エ キ ス 含 量 40％ frの もの で も粉砕 は

比 較 的客 易で あ った．し｝lhの 各 易 さ は粉 砕 桟 り種 伯 に よっ

て 異 な る と推察 され る．

　以 トの 結果よ り，粉砕 しや す い よ う に 希 工 タノ ール エ キ

ス 含嘔 を適 蔓1、，蕨 じた 市場 区i三の 同 い イ｛
．
を得 る に は， i 樫

を縦割 りに Lて 乾燥 さte る調製 法 が有効 で あ る と 考え られ

た，ま オ　精油成分の
，量 や，亢 の 側根で の 服告

3’
て ｛述 べ

て い ろ よ う に ，」匕海 道 の xdlJle 条 件 も考虐 よ る と．呑 に 収 穫

し調製加 丁二す るの が 適 1と 考え り れ る．

ま 　 　 と　 　 め

　希 工 タ ノ ール ェ キ ス 今けが 両 い 木 再は 朽砕力 困難 で あ る

こ と t ） 経験白勺に 矢1「ら れ て お ・），適亅芝な 希一タ ノ ール ェ キ ス

令量 を有す る 市場性 の 咼 い 木香 が 求 め られ て い る．そ こ

で，モ
ッ

コ ウ 」杜
1
を用 い 自然乾燥 に お け る 各極成 刀 含量 の

経時変化を祠べ ．さ らに 淑風乾燥，1結 1亅り後の 自然乾燥 な

ど力 氏分含最以 び乾燥根 の 性状 に 及ぼ す影響 を 検融 した ．

　 そ の 砧手，自然乾燥中 に 根 の 乾噪に 従 っ て 果嬉 と ブ 1 ウ

糖力 経時的 に 増加 し，そ れ に 伴 って 希 丁 タ ノ
ー

ル 」 ．キ ス 弩

甲 力 増加す る 、と 其に 内祁が 充ア す る こ と が 明 ら か と な っ

た， L か し，　 costunolide 及 び dehydr （〔　ostusl 　］ctone 含

最 は，牝煤 に ｛D 明確 な 2・化 は 認 め　 れ な か った．

　
．
1根 を 磁

ドrlり した後 に 巨然乾燥す る こ とで，希 ／r．タ ノ
ー

ル エ キ ス 倉 鹸 は 丸 r一し 1試料 に 比 べ 有 ，；に 低 ドした が，

costuno ］iclc及 び dehydrocc ，stuslactone 含量 に 変化 は 認

）ダ れ なか っ た，判 1，し試租 は 丸 「し試十1と比較 しや や拑1

気が 劣 1 もの の ，内部 は充 E して い た．春撫試料 は 秋加 大

料 に 比 較して costunolide 及 び dehydrocostuslactone 含

4 か 高 い 値を 示 し た．
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